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1. はじめに 

「植物は音楽を聞くことができる」、「植物

に音楽を聞かせるとよく育つ」と聞いたことが

ある。本当なのか疑問に思うし、どんな仕組み

でよく育つのか、ヒトのように音楽に好みがあ

るのかどうか、とても興味がわいた。 

先行研究では、カイワレダイコンについて、

音刺激（特に低周波）がその生長を促進したと

いう報告 1),2) がされている。カラスムギについ

ては、音楽の種類により発芽・発根率や芽、根

の伸長に差が見られるという報告 3) がされて

いる。 

また、最近の研究では、植物がその周りの環

境と情報をやり取りする方法について、多くの

ことが分かってきている 4), 5)。水不足や感染症

などのストレスを受けると、甲高いクリック音

を発することも報告されている 5) 。 

 

2. 目的 

持続可能な農業に向けて、農薬や肥料を極力

使用せずに生産性を向上させるのに、植物の環

境応答やコミュニケーションの仕組みを利用

することはとても有用だと考えた。そこで、音

の刺激と光合成能力との関係に注目し研究を

行うことにした。 

 

3. 方法 

播種後４日目のカイワレダイコンの胚軸に、

６時間クラシック（J.S.バッハの「G 線上のア

リア-管弦楽組曲 第 3 番」）を聞かせた。９日

目に胚軸の長さと胚軸の直径、胚軸の重量、胚

軸抽出液の糖度、葉の重さ、葉抽出液のクロロ

フィル含量を測定し、クラシックを聴かせてい

ないコントロールとの比較を行った。 

 

4. 結果 

音楽を聞かせた個体では、胚軸が短く、直径

が小さくなり、全体としての重量も小さくなっ

た。これに対して、糖度は高い傾向にあった。

また、葉の重量に顕著な差は確認されなかった

が、クロロフィル含量は高かった。図１には胚

軸糖度と葉のクロロフィル含量の結果を示す。 

 

図１ 胚軸糖度(A)とクロロフィル含量(B) 

 

5. 考察 

胚軸の長さと直径、重量は音楽により生長が

抑制されている可能性が考えられた。また、音

楽を聞かせた個体はクロロフィル含量が増加

することで光合成能が向上し、糖の合成が促進

されて糖度が上昇したのではないかと考えら

れた。 

 

6. まとめ 

今後の予定として、① 曲調が激しく転調の

ある曲を使用する、② 音楽を流す回数と時間

を変える、③ 光を当てずにモヤシの状態で音

楽を聞かせて影響を見る等の検討を行いたい。 
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